
今
の
保
健
福
祉
課
は
狭
く

機
能
的
で
な
い
。

町
内
公
共
施
設
の
利
用

と
、
仁
淀
、
池
川
支
所
の
空

室
を
利
用
し
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
に
努
め
て
は
。

仁
淀
、
池
川
支
所
の
議
場

が
物
置
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

で
き
れ
ば
倉
庫
で
は
な
く
ほ

か
に
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

今
後
の
選
択
肢
と
し
て
考

え
て
は
。

各
支
所
と
も
可
能
な
限
り

部
屋
を
利
用
し
て
い
る
。
管

理
が
十
分
で
な
い
点
も
あ
る

と
思
う
が
、
有
効
に
活
用
し

管
理
し
て
い
く
。

両
支
所
と
も
耐
震
診
断
を

受
け
て
い
な
い
。
ど
こ
が
安

全
か
判
断
で
き
な
い
が
、
診

断
を
受
け
、
今
後
の
在
り
方

を
考
え
る
。

本
庁
は
耐
震
補
強
す
れ
ば

大
変
使
い
勝
手
の
悪
い
建
物

と
な
る
。
耐
震
工
事
と
併
せ

て
大
幅
な
改
造
を
行
う
か
、

新
庁
舎
の
建
築
か
、
今
後
議

会
の
意
見
な
ど
を
聞
く
。

ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
、
ボ
イ
ラ
ー

に
補
助
金
の
考
え
は
。

集
材
所
は
今
後
の
課
題
と

し
て
い
る
。

補
助
金
は
県
な
ど
関
係
機

関
と
協
議
し
対
応
す
る
。

ス
ト
ー
ブ
は
1
台
約
40
万

円
で
、
本
庁
に
試
験
的
に
置

い
て
い
る
。

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り平成21年2月10日発行 第14号　（8）

21
年
度
に
終
了
す
る
バ
イ

オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
域
シ

ス
テ
ム
化
実
験
事
業
の
経
過

と
現
状
、
終
了
後
の
窓
口
は

ど
う
な
る
か
。

ペ
レ
ッ
ト
の
素
材
、
原
木

の
搬
入
で
特
に
一
般
か
ら
の

搬
入
状
況
は
。

19
年
12
月
の
中
間
評
価
は

良
く
事
業
を
継
続
し
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
処
理
の

チ
ッ
プ
化
の
工
程
で
、
水
分

量
、
粒
度
な
ど
品
質
を
保
っ

た
状
態
で
コ
ス
ト
を
下
げ
る

こ
と
が
課
題
だ
。

22
年
3
月
20
日
に
実
験
事

業
は
終
了
と
な
る
。
製
造
ペ

レ
ッ
ト
、
電
気
な
ど
を
販
売

し
経
営
の
自
立
を
検
討
し
て

い
る
。

仁
淀
川
流
域
関
係
市
町

村
、
各
関
係
機
関
と
勉
強
会

を
行
い
、
連
携
と
協
力
を
図

る
。原

木
の
搬
入
は
、
地
域
通

貨
券
の
効
果
も
あ
り
個
人
林

家
か
ら
順
調
に
あ
る
。

終
了
後
の
管
理
は
協
議

中
。施

設
視
察
と
町
内
宿
泊
施

設
な
ど
の
利
用
状
況
は
。

視
察
は
19
年
7
月
よ
り
1

年
4
カ
月
で
、
46
件
1
7
7

人
。
資
料
代
は
一
人
千
円
で

あ
る
。
宿
泊
は
3
件
で
21
人
、

昼
食
は
3
件
で
22
人
。

推
進
委
員
会
は
9
回
開
催

し
、
関
係
者
の
宿
泊
、
食
事

な
ど
で
一
定
波
及
効
果
は
あ

っ
た
と
思
う
。

原
木
の
集
材
所
を
各
地
域

に
設
け
て
は
ど
う
か
。
ペ
レ

問

片
岡
政
徳

問

片
　
岡

問

片
　
岡

答

町
　
長

答
産
業
建
設
課
長
補
佐

答
産
業
建
設
課
長
補
佐

答

総
務
課
長

問

片
　
岡

答
産
業
建
設
課
長
補
佐

関
係
機
関
と
協
議
す
る

ペ
レ
ッ
ト
・
ス
ト
ー
ブ
に

補
助
金
を

答

保健福祉課は手狭
・・・・・答

ペレットストーブ。本庁に試験的に設置しているが評判は良い（本庁 住民課）
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町
有
財
産
長
坂
山
「
森
の

工
場
」
の
説
明
を
。
20
年
度
、

森
の
工
場
事
業
は
趣
旨
に
応

じ
て
い
る
か
、
検
査
を
し
た

か
。森

の
工
場
は
森
林
所
有
の

細
分
化
や
木
材
価
格
の
低
迷

な
ど
に
伴
う
投
資
意
欲
の
減

退
、
林
業
労
働
者
の
高
齢
化

な
ど
、
林
業
を
取
り
巻
く
諸

条
件
が
厳
し
さ
を
増
し
、
森

林
の
団
地
化
を
図
り
、
作
業

道
の
開
設
、
高
性
能
林
業
機

械
等
導
入
を
行
い
、
効
率
的

か
つ
持
続
可
能
な
森
林
施
業

を
実
施
す
る
も
の
だ
。

長
坂
山
は
作
業
員
の
経
験

が
少
な
く
作
業
工
程
に
問
題

が
あ
り
現
地
で
指
導
し
て
き

た
が
、
す
で
に
残
存
木
へ
の

損
傷
が
見
ら
れ
、
間
伐
作
業

に
対
す
る
配
慮
が
欠
け
て
い

た
の
で
、
厳
し
く
注
意
し
た
。

今
後
も
指
導
を
徹
底
し
た
い
。

残
存
木
は
、
修
復
す
る
の

は
難
し
い
と
思
う
。

町
民
の
財
産
で
あ
る
、
執

行
部
と
し
て
監
督
責
任
を
持

ち
、
指
導
す
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。

間
伐
材
積
は
地
権
者
（
仁

淀
川
町
）
に
還
元
さ
れ
た
か
。

町
長
と
調
査
を
し
た
が
、

作
業
道
周
辺
が
か
な
り
損
傷

が
激
し
く
、
材
と
し
て
は
将

来
心
配
さ
れ
る
。

一
定
還
元
は
で
き
る
と
聞

い
て
い
る
。

問

岡
田
良
成

答

副
町
長

問

岡
　
田

答

副
町
長

答 厳しく指導をしたが

長坂山「森の工場」
作業がずさん

町有財産長坂山「森の工場」。ズサンな作業で残存木に多大の損傷を与えた（長坂）
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副
町
長
は
、
9
月
議
会
で

町
長
選
へ
の
出
馬
は
、
家
族

と
も
相
談
し
判
断
す
る
と
言

っ
た
が
、
決
断
し
た
か
。

3
年
間
の
町
行
政
、
県
庁

で
の
経
験
を
基
に
、
町
民
が

安
全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、

自
然
と
共
生
し
た
魅
力
と
活

力
の
あ
る
町
を
目
指
し
、
町

長
選
に
向
け
全
力
を
傾
け
て

い
く
。

南
海
・
東
南
海
地
震
な
ど

の
災
害
時
、
町
民
が
頼
り
に

な
る
の
は
、
整
備
さ
れ
つ
つ

あ
る
自
主
防
災
組
織
で
あ
り
、

装
備
、
組
織
力
の
点
で
消
防

団
で
あ
る
。

そ
の
消
防
団
と
緊
密
な
連

携
を
と
っ
て
い
る
高
吾
北
消

防
本
部
が
三
年
後
に
統
合
さ

れ
る
と
聞
く
が
。

県
内
15
消
防
本
部
の
う
ち

14
は
、
人
口
十
万
以
下
で
、

財
政
基
盤
が
弱
く
、
車
両
の

更
新
、
専
任
職
員
の
配
置
も

困
難
で
、
同
時
災
害
へ
の
対

応
や
業
務
の
専
門
化
、
高
度

化
が
図
り
に
く
く
、
高
知
県

消
防
広
域
化
推
進
計
画
が
策

定
さ
れ
、
24
年
ま
で
の
広
域

化
を
目
標
に
検
討
さ
れ
て
い

る
。現

在
の
サ
ー
ビ
ス
を
低
下

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
人
口
減

少
に
対
応
し
た
体
制
の
確
保

を
強
く
求
め
て
い
く
。

全
消
防
本
部
の
内
容
分
析

問

農
本
規
仁

問

農
　
本

答

副
町
長

答

副
町
長

答

町
　
長

問

農
　
本

答

総
務
課
長

し
た

出
馬
は
決
断
し
た
か

答

8月の町長選に出馬表明した大石副町長

消防が統合されると聞くが
県1消防本部を検討中答

で
は
、
財
政
基
盤
に
格
差
が

あ
り
、
給
料
の
格
差
も
大
き

い
。広

域
的
な
災
害
で
は
、
県

下
一
指
令
が
良
い
が
、
本
町

は
異
常
気
象
時
に
陸
の
孤
島

に
な
り
や
す
く
、
ま
ず
道
路

整
備
も
必
要
だ
。

地
域
密
着
の
消
防
署
と
消

防
団
が
な
け
れ
ば
住
民
は
安

心
で
き
な
い
。

消
防
署
か
ら
遠
い
人
の
意

見
の
反
映
を
。

消
防
に
限
ら
ず
す
べ
て

隅
々
ま
で
行
き
届
い
た
行
政

を
行
っ
て
い
く
。

県一消防本部が検討されている。高吾北消防署仁淀川分署（大崎）



ら
う
た
め
職
員
に
努
力
し
て

も
ら
え
な
い
か
。

職
員
に
は
地
域
住
民
の
目

線
に
立
っ
た
行
政
の
実
践
を

願
う
が
、
川
下
へ
と
流
れ
て

し
ま
う
。
町
の
将
来
を
考
え

て
行
動
し
て
欲
し
い
。

町
有
地
の
払
い
下
げ
も
行

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え

る
。
空
き
家
は
、
持
ち
主
の

意
向
を
調
査
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
も
活
用
し
広
報
を
行

っ
て
い
く
。

仁 淀 川 町 議 会 だ よ り 平成21年2月10日発行（11） 第14号

来
年
度
、
町
営
住
宅
の
入

居
収
入
基
準
額
が
引
き
下
げ

ら
れ
る
と
聞
く
。

下
限
が
下
が
る
こ
と
は
、

低
収
入
の
人
も
入
居
し
易
く

な
り
良
い
と
思
う
が
、
上
限

の
引
き
下
げ
は
、
共
働
き
の

世
帯
で
は
収
入
超
過
で
、
入

居
で
き
な
く
な
る
。

上
乗
せ
条
例
で
上
限
の
撤

廃
と
家
賃
の
上
限
見
直
し
は

考
え
な
い
か
。

ま
た
、
収
入
超
過
者
に
対

し
町
は
他
の
住
宅
の
斡
旋
も

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
。

公
営
住
宅
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
、
3
人
世
帯
で
収
入

４
０
０
万
円
、
政
令
月
収
15

万
８
０
０
０
円
に
引
き
下
げ

ら
れ
る
。

撤
廃
、
見
直
し
は
法
で
定

め
ら
れ
て
お
り
で
き
な
い
。

超
過
者
に
対
し
て
は
、
町

営
住
宅
を
み
な
し
特
定
公
共

賃
貸
住
宅
に
変
更
す
る
な
ど

入
居
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

斡
旋
は
、
入
居
者
か
ら
申

し
出
が
な
く
し
て
い
な
い
。

机
の
上
だ
け
で
家
賃
を
決

め
る
の
で
な
く
抜
本
的
な
定

住
政
策
と
し
て
考
え
な
い
か
。

政
令
月
収
の
上
限
撤
廃
、

家
賃
軽
減
の
可
能
性
が
あ
れ

ば
、
検
討
し
て
い
く
。

超
過
者
は
、
他
町
へ
土

地
・
家
の
購
入
を
考
え
た
と

聞
く
。
町
有
地
の
分
譲
、
空

き
家
の
斡
旋
、
借
地
と
町
有

地
と
の
交
換
は
考
え
て
な
い

か
。一

人
で
も
町
に
住
ん
で
も

問

農
　
本

答

町
民
課
長

問

農
　
本

答

町
民
課
長

答

町
民
課
長

答

町
　
長

問

農
　
本

家
賃
の
上
限
見
直
し
を

弾
力
性
を
も
た
せ
運
用

答

町営住宅

低家賃、グレードアップした住宅で若者定住に成功した村もある。（ハイツ清流・土居）



産
業
活
性
化
の
具
体
策

は
。九

割
を
占
め
る
林
業
の
発

展
は
大
事
。
並
行
し
て
、
少

量
多
品
目
の
農
産
物
を
産
直

販
売
し
て
い
き
た
い
。

茶
も
、
荒
茶
で
な
く
製
品

化
し
て
販
売
し
た
い
。

「
村
ご
と
有
機
」
で
成
功

し
た
島
根
県
旧
柿
木
村
、
大

豊
町
「
碁
石
茶
」
は
専
属
の

職
員
を
配
置
し
て
い
る
。

「
碁
石
茶
」
は
10

当
た

り
１
５
０
万
円
の
収
入
を
上

げ
品
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
本
町
も
職
員
を
積
極
的

に
関
与
さ
す
べ
き
で
は
な
い

か
。考

え
て
い
く
。
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答 考えていく

産業の活性化に
専属の職員を

問

西
森
常
晴

庁
舎
、
学
校
の
耐
震
診
断

で
は
、
危
険
度
が
高
い
と
報

告
が
あ
り
、
大
崎
診
療
所
も

予
測
さ
れ
る
。

一
日
も
早
く
、
中
学
校
の

統
合
を
図
り
、
吾
川
中
学
周

辺
に
、
医
療
・
福
祉
の
拠
点

施
設
を
建
設
し
て
は
。

広
く
意
見
を
聞
き
慎
重
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

高
知
市
は
、
県
外
の
元
中

学
校
教
師
原
田
隆
史
を
講
師

に
呼
び
、
一
年
間
に
60
人
、

五
年
間
で
計
３
０
０
人
の
教

師
に
「
や
る
気
」
を
起
こ
す

研
修
費
に
５
５
０
０
万
円
を

予
算
化
す
る
そ
う
だ
。

現
場
の
教
師
が
一
番
大
事

だ
。
教
育
長
と
相
談
し
対
応

し
た
い
。 問

西
　
森

問

西
　
森

問

西
　
森

答

副
町
長

答

副
町
長

答

副
町
長

答

副
町
長

耐震診断で、危険度の高さが予測される大崎診療所の改築とデイサービスの増築も含め医療、福祉の総合施設の整備を提
案しているが。（大崎）

a
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吾
川
地
域
は
袋
道
が
多

い
。
中
と
津
江
間
に
林
道
を
。

地
域
と
地
権
者
の
意
見
を

聞
き
対
応
し
た
い
。

中
・
津
江
間
を
つ
な
げ

意
見
を
聞
い
て

答

袋　道
問

西
　
森

答

副
町
長

平地の固定観念は捨てよ
一考に値する答

住　宅

町
内
に
家
を
建
て
た
い

が
、
用
地
の
世
話
は
で
き
る

か
。

平
地
が
少
な
く
、
可
住
地

は
限
ら
れ
て
く
る
。
特
に
町

中
心
部
で
用
地
の
確
保
は
難

し
い
。

平
地
と
、
町
中
心
地
の
固

定
観
念
は
捨
て
た
ら
よ
い
。

先
般
、
自
然
の
傾
斜
を
利

用
し
た
住
宅
が
建
築
の
賞
を

受
賞
し
て
い
る
。

㈱
相
愛
は
、
高
知
市
の
北

山
に
自
然
を
生
か
し
た
社
屋

を
建
て
良
い
評
判
を
聞
く
。

走
り
は
ス
ポ
ー
ツ
の
基
本

部
活
と
学
力
は
連
動

答

中学駅伝高
新
中
学
駅
伝
の
地
区
予

選
（
高
吾
）
の
結
果
は
。

男
子
は
仁
淀
が
14
位
、
池

川
16
位
、
吾
川
17
位
。

女
子
は
部
活
の
事
情
で
3

校
と
も
不
参
加
。

走
り
は
ス
ポ
ー
ツ
の
基
本

だ
。
心
拍
数
を
上
げ
走
る
こ

と
に
よ
っ
て
持
久
力
、
体
力

が
つ
く
。

当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た

り
前
に
し
て
い
れ
ば
、
中
学

生
で
2
〜
3
㎞
は
簡
単
だ
。

目
線
が
低
い
の
で
は
。

ス
ポ
ー
ツ
の
成
績
が
上
が

れ
ば
学
力
も
上
が
る
と
理
解

し
て
い
る
。

中
学
の
ク
ラ
ブ
の
現
状
は

総
数
１
２
７
人
で
10
ク
ラ
ブ

あ
り
、
駅
伝
も
各
ク
ラ
ブ
の

寄
せ
集
め
で
、
け
が
や
病
気

で
チ
ー
ム
編
成
が
で
き
な
か

っ
た
。

中・津江間がつながれば、県道中津公園線が通行不能の時の迂回路にも利
用できるが。（津江）

問

西
　
森

答

副
町
長

問

西
　
森

答

副
町
長

問

西
　
森

問

西
　
森

答

教
育
長

答

教
育
長

地元の大会で、地元の中学生参加は、吾中ソフトの1チームだ
け。吾川・仁淀川駅伝（1月18日・西浦）


